
導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


「特長」 （2 ぺージ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

r 導入にあたって」 （8 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

r お客様登録」 （1 日ページ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （1 目ページ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

「Windows Server 2003のセットアップ」 （1 目ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

「Windows 2日00のセットアップ」 （49 ぺージ） 

Windows 2000で運用する場合のシステムのセットアップの方まについて説明 
しています。 

KATA Hos 诉 AIDTM について」 （80 ぺージ） 

本体標準のシリアル ATA インタフェースを利用した八ードディスクドライブの 
ディスクアレイ機能 (SATA HostRAID ) について説明しています。詳細な説明 
はオンラインド羊ュメントに記載されています。 
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2 特長 


特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次じ示します。 


岡 張性 _ 

• 豊富な10オプションス□ット 

- PCI EXPRESS (x 4) ;1 ス□ツト 
- PCI-X (64-bit/66MHz) : 2 ス□ット 
- PCI バス （32-bit/33MHz) : 2 ス□、ソト 
• シリアル ATAX2 チヤネル 

• UltraATA 100X1 チヤネル 
• 最大 8 GB の大容量メモリ 

• ネットワークポートを標準で 1 ポート装備 
• リモートパワーオン機能 

• 最大2マルチプ□セ、ソサまでアップグレード可能 

• USB2.0 対応 

• ラックマウントタイプへのコンバージョンが可能 
(N8 143-56 ラックコンパ'-ジョンキットが必要) 


b 信頼性 

• メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
検化） 

• メモリ/ CPU 縮退機能（障童を起こしたデバイスの論 
理的な切リ離し） 

• バスパリティエラー検化 
• 温度検知 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
• ディスクアレイ（オプション） 

• 才ートリビルド機能（オプション•ホットスワップ対応) 

• BIOS パスワード機能 

• 盗難防止（セキュリティ□、ソク） 



胃 性能 

• Intel® Xeon™ Processor 搭載 
-N81 00-973/973A: 3DGHz 
-N81 00-974/974A: 3.40 GHz 

-N8100-1024: 3.60 GHz 

• ハイパースレ、ソディングテクノ□ジ対応 
• 高速ネットワークインタフェース 

(10BASE-T/100BASE-TX/1 000 BASE-T 対応） 

ぐに使える 

• Microsoft® Windows Server™ 2003日本語版ま 
たは Microsoft® Windows® 2000日本語版イン 
ストール済み（ビルド-トゥ-オーダーの場合） 

• 八ードディスクドライブはケーブルを必要と 
しないワンタッチ取り付け（オプション） 

® 富な機能搭載 


@理 機能 

• ESMPR0 プ□ダクト 
• ディスクアレイユーティリティ（数種類) 


• グラフィックスァクセラレータ 「RAGE XL」 採用 
• 冗長電源対応（オプション電源増設時に有効） 

• EI Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 



S 己診断機能 

• Power On Self-Test (POST) 

• システム診断 （ T&D) ユーティリティ 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 

^ 電力機能 

スリープ機能 (Windows Server 2003/ 
Windows 2000のみ） 


lib 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUP (BIOS セットアップユーティリティ） 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

- 八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


-本体標準およびディスクアレイコント 
□-ラ （SATA HostRAID ™) 

Adaptec Storage Manager ™ — 
Browser Edition 


-ディスクアレイコント□-ラ*^ 

Power Console Plus ( SCSI ) 

Promise Array Management 
( SATA ) 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など* 1 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT *1 
BackupExec *、 NetBackup *^ 

電源管理 

無停電電源装置 （ UPS ) *'| 

ESMPRO / UPSController ' 
PowerChute Business Edition *^ 

(ま） 

無停電電源装置により、使用するソ 
フトウェアが異なります。 

ネットワーク管理 

100 BASE - TX 接続ボードなど*'1 

WebSAM / Netvisor * I 


*1 オプション製品。 

*2 別売のサーバライセンスが必要。 


サーバ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「ESMPRO/ServerAgent」 をインストールし 
てください。 「ESMPRO/ServerAgent」 は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障 
害発生時忙 SMPRO/Se「ve「Mamge「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データビユーアの項目ごとの機能可否は次 
の表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

J \- ドウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示ずる機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I / O デバイス 

〇 

I / O デバイス（フ□、ソピー ディ スクドライブ、シリアル 
ポート、キーボード、マウス、ビデオ）の情報参照をする 
機能でず。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視ずる機能で 
ず。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視ずる機能でず。 


フアン 

〇 

ファンを監視ずる機能でず。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

X 

電源ユニツトを監視する機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視ず 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネツトワーク （ LAN ) に関する情報参照やパケツト監視を 
する機能です。 
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機能名 

可否 

機能概要 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張ノなデバイスの情報を参照する機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視ずる機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する機能です。 

その他 

〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
す。 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能でず。 


〇:サポート A :—部サポート X :未サポート 


ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するためじ次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オプションのディスクアレイコント□ーラ （SCSI ま 
たは SATA) を使用することにより、ディスクドライブをグループ化して冗長性を高め、 
データの損失を防ぐことができます。 

ディスクアレイコント□ーラは、八ードディスクドライブを使ったディスクアレイを構 
築するための PCI ボードです。ディスクアレイの RAID0、 1、5、10 (RAID1 のスパン）、 
50 (RAID5 のスパン）のを RAID レベルをサポートしています。 

ディスクアレイコント□ーラの制御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコン 
フィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクアレイコント □- 
ラに添付の説明書を参照してください。 

運用中の管理•保守は Windows ベースのユーティリティ 「Power Console Plus」（SCSI 
の場合）または 「Promise Array Management」（SATA の場合）を使用します。 

これのソフトウエアは、それぞれのディスクアレイコント□ーラの管理-監視をすると 
ともに、[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「や[51\/1ド1^0/56「ソ6「八96がとの連携によリ、ディスク 
アレイの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、八ードディスク 
ドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 

ディスクアレイの設をは、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設定で 
きます。より詳細な設ををするときに、ボードのチップに搭載されているコンフィグレー 
シヨンユーテイリテイを使用してください。 


ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgen しは、本体に標準で'添付され 
ています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、をソフトウェアの説 
明を参照して〈ださい。 


Peb 


Power Console Plus や Promise Array Manaaement 、 ESMPRO / ServerManager 、 
ESMPRO / ServerAgen しは、本体に標準で添付されています。ソフトウェアのイ 
ンストール方法や使用方法は、各ソフトウ I アの説明を参照して〈ださい。 
















導ん漏己 


ディスクアレイ 
コント□ーラの機能 

機能の概要 

レペル 

RAIDO 、 1、5、10 (RAID 1のスパン）、50 (RAIDS のスパン）の各 RAID 
レベルをサポート 

ホ、ソ トプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクドライブなどのデバイスを巧 
換ずることができます。 

オートリビルド 

故障した八ードディスクドライブを新品の八ードディスクドライブに交換し 
た後、残りの八ードディスクドライブのデータから故障した八ードディスク 
ドライブが持っていたデータを自動的に復元します。 

エキスパンドキヤパシティ 

稼働中のシステムを停止ずることなく八ードディスクドライブの増設をする 
ことにより、ディスクアレイの使用可能領域や論理ドライブを自動的に拡張 
します。 


• バックアップ管理 

を期的なバックアップは、不意のサーバのダウン 
に備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や DLT 装置と各種ソフトウエアを使って 
を期的にバックアップをとってください。容量や 
転送スピード、バックアップスケジュールの設を 
など、ご使用になる環境に合わせて利用して<だ 
ぎい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードが必要 
です。 



デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているバック 
アップメディア。最大 36 GB のデータバックアップが可能。ル〜中規模システム向け。 

LTO 

最大200 GB のデータバックアップが可能。基幹業務等大規模システム向けの高性能バック 
アップ装置。 

AIT 

最大100 GB のデータバックアップが可能。中規模システム向け。 





DAT 
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アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec ( ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Net 己 ackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 






BackupExec 


NetBackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原 
因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の 
故障などがシステムダウンの要因となる場合がありま 
す。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用してい 
る商用電源の電圧が低下し始めると、自動的にパ、ソテリ 
から電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システ 
ム管理者は、その間にファイルの保存など、必要な処理 
を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を抑 
え、電源ユニットの寿命を延ばして平均故障闇隔 
( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケジュールな 
どによる本装置の自動 • 無人運転を実現することもでき 
ます。 

本製品では、 NEC 社製を機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電源 
装置を提供しており、それぞれ ESMPRO / UPSController、PowerChute Business E 加 ion で 
管理-制御します。 



ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を 
使用することじより、本体に内蔵されている LAN カー 
ドの障害や、回線の負荷率等を監視することができま 
す。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することによ 
り、ネットワーク全体の管理を行うことができます。 



LAN 
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導入に友たつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、じ(下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを行ってください。 


稼動げ況-障害の監視、および保守 

本体に標準添付の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低〕ストで Express 5800シリーズ 
の障害監視-保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」をご利用になることも橫討してください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I ル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トウ-才ーダーにて Windows Server 2003または Windows 2000の 
インストールを指定された場合。 

未インストール 

ビルド•トウ-オーダーによる OS のインストールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態じより、必要なセットアップ作 
業が異なります。18ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーテイシヨン構成について 


本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
ティシヨン）が自動的に作ぶされます。 


f^~7 

空き領域 


ノ 


オペレーティングシステム用パーティション 

カスタムインストールの場合は、お客様のオーダーによって異なりまず。 


保守用パーティション 

保守ユーティリティが格納されていまず。また 、 EXPRESSBUILDER 
でのセットアップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティ 
ングシステムから旧 SA 構成」、または 「 MAINTE _ P 」 の FAT パー 
ティシ ョンと して認識されます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に橫討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮でき 
な < なります。 


• くその1 > 運用方針と障害巧策の検討 

八ードウエアが提供する機能や採用するオペレー 
ティングシステムによって運用方針やセキュリ 
ティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長にページ)」に示す本装置が提供する機能を 
十分に利用したシステムを構築できるよう橫討し 
てください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サー 
ビス会社および弊社営業担当にご相談されること 
もひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウてアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを 
確実に行います。この後の「システムのセットアッ 
プ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセット 
アップしてください。詳しくは、18ページに示す 
手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの 
取り付けや設置、周辺機器の接続に力日えて、内部 
的なパラメータのセットアップも含まれます。ご 
使用になる環境に合わせたパラメータの設をは才 
ペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと 
連携した機能を利用するために大切な手順のひと 
つです。 
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• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設をといった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設をやディスクアレイの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインストールに進みます。 

- 初めてのセットアップの場合 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス I '''ール」を指をして購入され 
た場合は、本体の電源を ON じずれば自動的に 
セットアップが始まります。セットアップの 
途中で表示される画面のメッセージに従って 
必要事項を入力していけばセツトアップは完 
了します。 



「未インストール」じて購入された場合は、添 
がの rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM が提供 
する自動セットアップユーティリティ「シー 
ムレスセットアップ」を使用します。シーム 
レスセットアップでは、はじめにセットアッ 
プじ必要な情報を選択-入力するだけであと 
の作業はシームレス（切れ目なく）で自動的 
に行われます。 

- 未インストールのセットアップ-再セット 
アップの場合 

シームレスセットアップを使用してくださ 
し^。煩雑な作業をシームレスセツトアップが 
代わりに行います。 



本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 


— Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版 （ JU 降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 


— Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版似峰、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 


— Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ) 

— Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版似峰 、 「Windows 
2000」と呼ぶ） 


その他の 0 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会せに 
お問い合わせ<ださい。 
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「Windows Server 2003」または 「Windows 
2000」では、ディスクアレイの設定から管理用ソ 
フトウエアのインストールまでの作業をシームレ 
スセツトアップが行います。 



本装置固有のセットアップは （ OS を除く）、シー 
ムレスセットアップが代わりに行います。セット 
アップでは、シームレスセットアップを利用する 
ことをお勧めします。 


くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてくださし ^。 Windows Server 2003または Windows 2000に関しては、本書 
で説明しています。 

くその日> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

化荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
用を開始する前に使用環境に合わせた設をが必要になる場合があります。詳し<は「ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

くその目> システム情報のバックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本製品のマザーボード 
上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
交換後に W 前と同じ状態にセットアップするために大切な手順です。詳しくは44ページ 
または75ページをご覧ください。 
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各運用管理機能を利用ずるにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウエアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウエアの 
インストール、および必要な設をを行ってください。 



を運用管理機能を利用する際には、じ(下の点にごを意ください。 


• ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 

- CPU / メモリ縮退機能を利用する場合や CPU やメモリをを換した場合は、巨 IOS のコ 
ンフィグレーシヨンが必要です。「システム BIOS (149 ページ)」を参照して 
「Processor Settings 」 や 「Memory Configuration」 、 f AdvancedJ のを項目を設 
走:してください。 

- 装置のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状ミ兄の監視や才 
ペレーティングシステムのス I -ール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定!が必要になりま 
す。詳細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してくだ 
ぎい。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- 標準装備 SATA HostRAID ™ を使用する場合 

Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition をインストールしておく必要があ 
ります。「ソフトウエア編」の rAdaptec Storage Manager ™ - Browser Edition 
システムを使用する場合」の説明に従って Adaptec Storage Manager ™ - 
BrowserEdition をインストールしてください。ディスクアレイシステムを構築する 
際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるためにも、アレイディスクの整合性 
チェックをを期的に行うことをお勤めします（オンラインドキュメント 「Adaptec 
Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」の「タスクの作成 
と表示」を参照してください)。 
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- オプションのディスクアレイコント□ーラを使用する場合 


お使いの環境によって 、 Power Console Plus または Promise Array Management を 
インストールしておく必要があります。 r ソフトウェア編」の 「Power Console Plus ( 
サーパ)」または rPromise Array Managemenl :] の説明に従って Power Console Plus 
けーパ）または Promise Array Management をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めじも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に行うことをお勤めします（才 
ンラインドキュメント [Power Console 円 us ユーザーズガイド」の「定期的な整合 
性チェックの実施」、または 「Promise Array Management ユーザーズマニュアル」 
の「アレイのシンク□ナイズ」を参照してください)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、 

クリーニングテープを使ってを期的にヘッド 
を清掃するようムがけてください。ヘッドの 
ミちれはデータの読み書きエラーの原因とな 
り、データを正しくバックアップ/リストアで 
きな<なります。テープドライブやテープの 
状態を監視する「テープ監視ツール」を使用 
することをお勤めします。テープ監視ツール 
については「ソフトウェア編」を参照してく 
ださい。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、専 
用の制御用ソフトウェア作 SMPRO / 

UPSController、PowerChute Business 
Edition、PowerChute plus ) または、オペ 
レー ティングシステム 標準の UPS サービスの 
セットアップが必要です。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自 
動運転や停電回復時のサーバの自動起動など 
を行うには BIOS の設をが必要です。「システ 
ム BIOS (149 ページ)」を参照して、 

「 Server 」 メニューにある 「 ACUNK 」 の設 
ををご使用になる環境に合った設定に変更し 
てください。 
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お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添 
がの「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただくか、または Club Express の WEB サイト 

http://club.express.nec.co.jp/ 

じてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
の WE 目サイトにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 




























16 セツトアップを始める前に 


セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
す。 



ビルド-トウ-才ーダーで Windows Server 2003または Windows 2000 
のインストールを指定した場合は、本体に Windows のプ□ダクトキーび記載 
された ID ラベルび貼りつけ5れていまず。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剔びしたりミちした 
りしないようま意してください。もし剔がれたり巧れたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品といっしよにメモを保管されるこ 
とをお勧めしまず。 


EXPRESSBUILDER びサポートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 W 下にな 
ります。 

• EXPRESS 巨 UILDER にて 0 S のインス I -ールをサポートしているボード 

- N 8 103-75 SCSI コント日ーラ 
- N 8 103-78 ディスクアレイコント日ーラ ( SATA ) 

- N 8103 -80 ディスクアレイコント日ーラ （SCSI 1 ch ) 

- SATA HostRAID (マザーボード上のコント□-ラを利用） 

• その他のオプション 

- N 8103 -56 SCSI コント日ーラ 
- N 8103 -65 SCSI コント日ーラ 
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次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一111ページ)。 



Windows Server 2003 /Windows 2000をお使いの環境で々のオプシヨンを増設 
した場合は、 OS の起動後に次の操作を行ってください。 

• DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設をし直して 
ください。 

詳しくは24ぺージ （Windows Server 200 3) または54ぺージ （Windows 
2000) を参照してください。 

• 本装置を 1 CPU から 2 CPU に増設した場合は、デバイスマネージャの「コ 
ンピユータ」のドライバ 「 ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、画面 
に従って再起動後、システムのアップデート （43 ぺージまたは74ぺ一 
ジ）を行ってください。 


2. 本体に最ち適した場所に設置する（^9日ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する (-97 
ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一97ページ)。 

己.八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

「システム BIOS ( SETUP )」（149 ページ）を参照してください。 


W "0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
Bra てください。 






18 セツトアップを始める前に 


システムのセツトアツ 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


スタート 


八ードウエアのセットアップ 16ぺージ 


購入後、巧めてのセットアップでずか？ 


■ 

はい 


購入したときの八ードディスクドライブの 
ミ主夕内容は？ （9 ページ参照） 


いいを 

再インストールです 


カスタムインストール 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 


インス!ルずる 0 S は？ 


I その他 I 


Windows Server 2003/ 
Windows 2000 


カスタムインストールモデル ( 

Windows Server 2003 

D セットアップ 

18ぺージ 

Windows 2000 

47ぺージ 


シームレスセットアップ120 •已〇ぺージ I 


0 S 選択メニューで選ぶオプシヨンは 
「 Other 」 でず#1。 


シームレスセツトアップを使う？ 


I いいを ■ 


■ 

はい 


シームレスセットアップ 

Windows Server 2003 I 20ページ 

マニュアルセットアップ"^ 

Windows Server 2003 I 43ぺージ 

Windows 2000 | 己0ぺ-ジ 

Windows 2000 | 74 ぺ-ジ 




障害処理のためのセットアップ 
Windows Server 2003 I 3己ページ 


Windows 2000 

1 66ぺ-ジ 

本 

システム情報のバック 

42ぺージ. 

アップ 

72ぺージ 


セツトアップ完了 


* 1シームレスセットアップの保守用ノ ティシヨンの 
作成-保守用各種ユーティリティのインストールまで 
び行われまず。 

*2 Windows Server 2003 /Windows 2000 lU 外の 
OS のインストールち法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照ずるか、保守ヴービス会社に 
お問い合わせ < ださい。 
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Windows Server 2 日 03 のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


r ビルド•トゥ-オーダー」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 OS 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 

をエック] で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点じついて確認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ•オーダー）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 



セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

W 降、使用者をなどの設を画面が次々と表示されます。 










20 Windows Server 2003 のセットアップ 


4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

己.[完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 33ページの手順121；!降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

9. 37ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

1日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインス I -ール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Plus * 

— Promise Array Management * 

上記のソフトウェアで 「*」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設定してください。 


P -0 N 8103 -78 を使用してし>る時、インス!ル中およびシステム再起動時など 
置3 に下の警告メッセージがポップアップで表示されます。 

「Array scheduled synchronization has not been set up 」 

これは、定期的なアレイの整合性チェック (Array Synchronization ) び設定 
されていないことを警告するメ ッセー ジです。このメ ッセー ジび表示されて 
も、インストール処理は正常に終了しています。 

定期的なアレイの整合性チェックは 、 Promise Array Management ( PAM ) 
の Array Synchronization Schedule 機能で設定してください。 

アレイの整台性チェックは予防保守として非常に効果があるため、定期的に実 
行していただくことを強く推奨しまず。 

Array Synchronization 機能および Schedule 機能の詳細については、添付 
の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されているオンラインドキュメ 
ント TPromise Array Mana 呂 ement ユーザーズマニュアル」を参照してく 
ださい。 

また、定期的な整合性チェックび設定されていない場合、システムイベント □ 
グに m 下の警告メッセージび登録されまず。この警告メッセージも定期的な整 
合性チェックび設定されていないことを示すものでず。 

[No Array Scheduled Synchronization 

Array scheduled synchronization has not been set up . 」 


11.44 ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

]：>(上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をからオペ 
レーティングシステム (Windows Server 2003). 各種ユーティリティのインストールまでを 
添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップで 
きる Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。八ードディスクドライブを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用する場合や OS を再インストールする場合は、シー 
ムレスセットアップを使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行いま 
す。 



ーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxxx-X Copyright(C)NEC Corporation 2004 


fsi ilMiii ■圍雪 iiP ■ 

r シームレスセットアップ j とは、 ハー ドウエア 
の巧な的なバラター5^やが巧のまをから〇5、を替 
ユ^イリテイのイシストールまでを巧付の 
CD-ROM rEXPRESSBLHLDERj を巧って切れ目な< 

(シームレスで）セットアップできる a 自の 
セットアップ方まです。 


"-ドディスクぞ巧乂時のが巧と異なるバーティ 
、シヨン設定で巧用する坦合や OS ぞ S イシ又トール 
する S61 ま*シームレスセットアップを巧用して 
ください。巧! Kt * ットアップをこの巧能が巧 
ゎ。て行ぃます. 

シームレスセットアップは*セットアミタを flife 
する巧にセットアップに必要な巧银ぞ€集し 
フロッビーディスクに保ちしセットアップの民 
にそのち«ぞ免一読み巧して自巧的に一まのヤッ 
トアップををめるといラものです， 

こ®とぎ使用されるフロヴビーディスク®ことを 
r セットアップバラメータ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一連の 
セットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのことを 
「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区エック I アップについては、44ぺージの「応用セットアップ」で説明しています。 
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• 「セットアップパラメータ FD」 とはシームレスセットアップの途中で設 
定-選択する情報が保をされたセットアップ用ディスクのことです。 
シームレスセットアップは、この情報を基(こしてすべてのセットアップ 
を自動で巧います。この間は、本体のそばにいて設定の状ミ兄を確認する 
必要はありません。また、再インストールのときじ前回使用したセット 
アップパラメータ FD を使用すると、前回と同じ状態にセットアップする 
ことができます。 

• セットアップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER パ ッケ ージの中のブ 
ランクディスクをご利用ください。 

• セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 
「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレス 
セットアップの間に入力や選がしなければならない項目を省略すること 
ができます。（セットアップパラメータ FD にあるセットアップ情報は、 
シームレスセットアップの途中で作成.修正することもできます）。本 
装置のイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 必降 、 Windows XP / 
2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を 
編集しておくことをお勸めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメ ータ FD の作成方まについて 
は、211ぺージで説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

本装置がヴポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版似降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ⑩ Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版似降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設をなどを確認してく 
ださい。「システム BIOS ( SETUP )」（149 ページ）を参照して設をしてください。 


Windows Server 2003について 

Windows Server 2003は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、次の 
点についてを意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定）をすベて完了させてください。 

• 辭社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストール 
に関する説明書び添付されていますび、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に37ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 
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• A - ドディスクドライブの接続について 


0 S をインストールする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、 r 論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (47 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から 
求めることができます。 

インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インストールに必要なサイズニ2900 MB 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズニ搭載メモリサイズ +12 M 巨 


• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ）採取の 
ために必要なサイズでず。ページングファイルサイズの初期サイズを 
「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報（メモリダンプ）を採 
取でをない場合びあります。 

• 1つのノ くーテイシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。搭載メモリサイズの1.日倍のサイズび409己 MB を超え 
る場台は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBm 上の場合のダンプファイルの最大は 
に048 MB +12 MB 」 政上です。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルずる場台は、別途そのアプ 
リケーシヨンび必要とするノくーテイシヨンサイズを追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティシヨンサイズは、前 
述の計算方法から 

2900 M 目 + (5 1 2 MB X 1.5) +(51 2 MB + 1 2 M 巨）= 41 92 MB 
となります。 

校こ シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 

ンサイズを「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850 MB 」 または 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい値に設をしてください。 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 

ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインド丰ュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I -ールに 
関するを意事項が記載されています。 





導入編 25 


• ディスク構成について （ r 曰 SA 構成」と表示されている領域について） 

ディスク領域に忙 ISA 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報や 
ユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップで行うセツトアップの流れを図に示します。 



■戻る ■ 


ま意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


インストール方法を還択ずる 


フロッピーディスクをセツトずる 


■中止 ■ 


確認 


セツトアップパラメータフアイルを選択ずる 


新規ファイル 


0 S を選択ずる 


既巧のファイル 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


再選択 
■がぶ'要 ■ 
な場合 


異常設定の確認-修正を行うか選択ずる 


行ラ 行わない 


設定を確認-入力をずる 


■再選択 ■ 


Windows CD - ROM をセツトずる 



ディスクアレイのコンフィグレーシヨン※1 

i 

再起動 

i 

保守用ノくーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインストール 

i 

再起動※2 
i 

OS パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

OS パーテイシヨンのフォーマット 

i 

OS 差分モジ ュー ルの コピー 

i 

選択したアプリケーシヨンのモジュールのコピー 


_I :入力や選択が必要な作業 

I I :自動的に作業が進む内容 

標準装備または、オプションのコント□-ラび搭載されたシステムで、 「RAID の新規作成」がチェックされて 
いる場合のみ実巧される。 

《2 0S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ FD 
がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44M 巨の DOS フォーマット済みの 
フ□、ソピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は EXPRESS 巨 ULDER 
パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピーディスクを1枚用意し 
てください。 


wrO • システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」 （43 ぺ一 

ジ）を行ってください。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Microsoft 
Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーシヨンサ 
プリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 



• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から行ってくだ 
さし、0 

• 論埋ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （47 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の CD-ROM ドライブに 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M をセットする。 

3. CD-ROM をセットしたら、リセットする（く Ctrl> + cAlt> + cDelete> キーを押 
す）か、電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 

CD-ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 

「お願い」が表示されます。 


遲》綱柳 aiiiWill 历 lIliBlgi 雨历 MWliWiM ぶ化!•化圓 


画壽籌 T. 讓二義 : ill mm iliP ■ ii P ■ 




ffl) 

W 

m 

I 口]の I 


r シームレスセットアップ j とは、 /\ ードウエア 
の巧な的なバラター？や«巧の設定から os、 を径 
ユーテ^リ •T ■ィのインストールまでぞ运がの 
CD-ROM TEXP 旭 SSBULDERJ を任って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップでぎる社自の 
セットアップ方をです， 


A— ドディスクをほ入時のホ巧と異なるバーティ 
シ設定で巧用するちさや OS ぞ S インストール 
は、シームレスセットアップを使用して 
ください。巧 SKL セットアップをこの at* が代 
わって行います。 


シームレスセットアップは*セットアタ5 
する巧にセットアップにを要な宿*ぞ S をし 
フロッピーディスクに g 再し、セットアップの広 
に子の宿*ぞぞ一読みホして自動的に一巧のセッ 
トアップを進めるというものです • 

こ®とぎ使用されるフロヴビーディスク〇ことを 
r セットアップバラメータ FDJ と呼びます， 
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日.記載内容をよく読んでから[確認]をクリックする。 

「セツトアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されま 
す。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をバックアップする 
ことをお勧めしまず。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 
バックアップは、空きフ□ッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択して < ださい。 


[ 確認] 


6. 「セットアップパラメータ FD」 をフ□ッピーディスクドライブにセットし、鹏認] 
をクリックする。 



Hi ック I 


• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目の 
DOS フォーマット済みフ□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ 
□、ソピーディスクドライブじセットし、[確認]をクリックしてくださ 
い。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないで 
ください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD」 内のセットアップ情報ファイルが表示さ 
れます。 

(1) インス!-ールに使用するセツトアップ情報ファイルをを選択する。 


^ 選択されたセ、ソトアップ情報ファイル(こ修正できないような問題がある場合 

区エック] (たとえば ExpressPicnic VerA 以前で作成される fPicnic - FDJ をセットしてい 
るときなど）、再度「セットアップパラメータ FD 」 のセットを要求する メ、ソセー 
ジが表示されます。セツトしたフ□、ソピーディスクを確認してください。 



セットアップ情報ファイルを指をすると、 r セットアップ情報ファイルのパラメータ 
の確認、修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 
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に）確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインス!-ールを行う場合は、 
[スキッフ°]をクリックする。 

[確認]をクリックー手順7へ進む 

[スキッフ°]をクリックー手順8へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

(1) [ファイルを: (A)] の下じあるボックス部分をクリックするか、く A> キーを押 
す。 

入カボックスが表示されます。 


情報ファイル選択/入力 


ファイルを : ( A ) 


U _ J! 



▲ 

□ 

▼ 


確定 


戻る 
再読込 


に）ファイルをを入力し、[確を]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー]が表示されます。リスト 
には、この装置がサポートしている 0S が表示されます。 

(3) リストボックスからインストールする [WindowsServer 200 3] を選択す 

る。 


オペレーティングシステムインス I -ールメニュー 
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7. 日 S のインストール中に設定する内容を確認する。 

標準装備の RAID コント□ーラを使用しているか、または本体に RAID コント□ーラ 
が搭載されている場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設を内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



次に、[基本情報]画面が表示されます。設を内容を磕認し、必要なら修正を行って 
から[次へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

じ(降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘル 7] をクリックして設定を磕認しな 
がら画面を進めて<ださい。設を内容は必要に応じて修正して<ださい。 


<表示例> 
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• os をインス!ルするパーティションは、必要最小限 ly 上のサイズで 
確保してください （24 ページ参照)。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を 
選択ずると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それ m がのパーティ 
シヨンの情報は保持されまず。下図は、保守用パーティションび用意さ 
れている場合に情報び削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I ルずることはできませ 
ん （24 ぺージ参照)。「パーティションの使用方法」で r 既存パーティ 
ションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に409己 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコン 
バートび必要です。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション政が（保守領域を除く）にパー 
ティシ ョンび存在しなかった場台、 そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面びポップアップされますので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してく 
ださい。 

参 「アプリケーシヨンの設定」で 「Promise Array Management 

( PAM )」 を選択した時、インストール中およびシステム再起動時など 
に下の警告 メッ セージび ポッ プア ッ プで表示されまず。 

「Array scheduled synchronization has not been set up 」 

これは、定期的なアレイの整合性チェック (Array Synchronization ) び 
設定されていないことを警告するメッセージです。このメッセージび表 
示されても、インストール処理は正常に終了しています。 

定期的なアレイの整を性チェックは 、 Promise Array Management 
( PAM ) の Array Synchronization Schedule 機能で設定してください。 
アレイの整合性チェックは予防保守として非常に効果びあるため、定期 
的に実行していただくことを強く推奨します。 

Array Synchronization 機能および Schedule 機能の詳細については、 
添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されているオンライン 
ドキュメント 「Promise Array Mana 呂 ement ユーザーズマニュアル」 
を参照してください。 

また、定期的な壁合性チェックび設定されていない場合、システムイべ 
ント□グに ly 下の警告メッセージび登録されます。この警告メッセージ 
も定期的な整合性チェックが設定されていないことを示すものでず。 

[No Array Scheduled Synchronization 

Array scheduled synchronization has not been set up . 」 
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• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情 
報ファイルの選が画面に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にの 
みあります。 

• [コンピユータのお割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設をはシームレスセットアップの既を値を自動的に選ネ尺して、インス 
卜ールを行います。 


設定を完了すると自動的に再起動します。 

8. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添がされているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
メッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに}串入してください。 


0 K 終了 


9. 追加するアプリケーションをインスI-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインス I -ールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフ□ツピーデイスク 
ドライブに J 串入してください。 


0 K 終了 


10. メッセージに従って 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M とセットアップパラメータ 
FD を CD-ROM ドライブとフ□ッピーディスクドライブから取り出し、 

Windows Server 2003 CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウ I ア使用許諾契約]画面が表示されます。 
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11. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、く F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス 
トールされません。 

Windows Server 2003と指定:したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムじ□グオンします。 

12. PR 日 Set をインス!ルする。 


PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することじより、下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の磕認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの彰断 
— Teaming の設定！ 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構ぶすることで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、じ(下の手順に従ってください。 

(1)「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

に）エクスプ□ーラを起動する。 

く 標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スター トメ ニューから [エクスプ □ー ラ]をクリ 、ソク する。 

く クラシックスタートメ ニュ ーモードの手順> 

スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクス 
プ□ーラ]をクリ 、ソク する。 

(3) r く CD - ROM のドライブレター>: ¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ BC 3¥ PROSET ¥ WS 03 XP 32 J 
ディレクトリ内の 「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Ins ね llshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 
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(6) [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

13. ネッ ト ワークドライバのセッ ト アップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度 
と Duplex モードの設をが必要です。 

(1) [有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイア□グボックスを表示する。 

く標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[コント□ールパネル]一[有線用 Intel PROSe 口をクリッ 
クする。 

くクラシックスタートメ ニュ ーモードの手順> 

1) スタートメニューから[設を]一[コント□ールパネル]をクリックする。 

2) [有線用 Intel PROSet ] アイコンをダブルクリックする。 

(2) リスト中の [ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Network Comention ] をクリ、ソクして選 
択する。 

(3) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を八ブの設定と同 
じ値に設定する。 

(4) [有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイア□グボックスの[適制をクリックし、 
[0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネット 
ワーク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア □ グボ、ソクスを表示させ 
て行います。 



サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 
[ネット ワークモニタ]は、 [ネット ワークモニタ]をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


14. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインスI-ールする。 

1己. 37ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 
16. 44ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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オプシヨンのネットワークボードのドライバ 

N 8104 -84/ 103/113/112を使用する場合は、ドライバが自動的にインス I -- ルされますの 
で、ボード添付のドライバを使用しないでください。 

N 8104 -1 11/86を使用する場合は 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM じ格納されているドライ 
パをインストールしてください。 

N81 04-1 11/86の場合 
r く CD-ROM のドライブレター>: 

¥WINNT¥D0TNET¥BC3¥PR0 100 ¥WS03XP32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーシヨンサプリメントガイドのネット 
ワークドライバのインストール手順を参照してください。 


pi 


N 8 104- 103/104を搭載しているしている場台 

N 81 04-1 03/104を使用する場合は、 PROSet を起動し[詳細設赶夕 
ブより、 「 TCP セグメンテーシヨンのオフ□—ド」の値を「オフ」にし 
て < ださい。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフ イ、ソ クスアクセラレータドライバは自動でインストールされます。手動でインストー 
ルを行う必要はありません。 


SCSI コント□ーラのドライバ 

SCSI コント日ーラ ( N 8103 -65/75) を使用する場合は、次の手順でドライバをインストールし 
てください。インストールには 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDERJ 
と呼ばれるサポートディスクが必要です。「サポートディスクとは」 （46 ページ）を参照して 
ください。 

1. [スタートメニュ ー]- [コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 


2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コント□ーラを 
ダブルクリックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. A- ドウIアの更新ウィザードが表示されますので、「一覧または特定の場所から 
インス!-ールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

己. r 検索しないで、インストールするドライバを選択する」を選択し、枚へ]をク 
U ックする。 

目.[ディスク使用]をクリックする。 

7. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER」 をセットする。 

メニューが表示された場合は、メニューを終了してください。 

8. 製造元のファイルのコピー元に 「a:¥」 と入力し、[日 K] をクリックする。 
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9. じ(下のドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8103 -65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller ] 

N 8 103-75 使用時 ： [Adaptec Ultra 320 SCSI Cards ( WinXP/Server 2003 IA -32)] 



Windows ロゴテストに合格していない音のポップアップが出る場合がありま 
すが、システム上問題ありません。 [ OK ] をクリックし、処理を継続してくだ 
さし、0 


これでドライバのインス I -ールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


Bootiini ファイルで使用可能なスイッチオプシヨンについて 

巨00 t . ini ファイルを編集することで、様々なスイ、ソチオプションを使用することができます。 
使用可能なオプションについては、 W 下を参照してください。 

• サポート技術情報一 KB 833721 

Windows XP および Windows Server 2003の Boot . ini ファイルで使用可能なスイ、ソチオ 

プション 

4 GB を超えるメモリを搭載できる装置では / PAE オプションの設定を行うことで 4 G 巨を 
超えるメモリを使用できるようになります。 / PAE オプションは、サポートされている製 
品が限をされています。じ(下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して確認して< 
ださい。 

• サポート技術情報一 KB 291988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイ、ソチの説明 


W 下に編集例を示します。 

1. 「スタート」メニューから[設蔚をポイントして、[コント□-ルパネル]をクリッ 
クします。 

2. 「コント□ールパネル」から、[システム]アイコンをダブルクリックします。「シ 
ステムのプ□パティ」画面が表示されます。 

3. [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックします。 

4. 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、 「Boot.ini」 を 
開さます。 
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日. 「Boot.ini」 ファイルの [operating systems] に 7PAE" を追加し、上書き保存 
して < ださい。 

く目 00 t.ini ファイルの例> 

[boot loader] 
timeout 二 30 

default 二 multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 titiori(2)¥WINDOWS 
[operating systems] 

multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 titiori(2)¥WINDOWS 二 " Windows Server 2003 ， 
StandardVfastdetect 

multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 titiori(2)¥WINDOWS 二 " Windows Server 2003, 
Standard, PAE" /fastdetect /PAE 

C:¥CMDCONS¥ 巨00 TSECT.DAT 二" Microsoft Windows 回復〕ンソール"/ 
cmdcons 


JU 上で Boot.ini への編集は終了です。 



「起動/回復」画面にある「既をのオペレーティングシステム」で還がしたエ 
ントリから自動的に起動するように設をすることができます。 


障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのミち意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび 
表示される場台びありまずび、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合びあります。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 
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3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



4. テキス ト ボックスにデバッグ情報を 書 さ込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



wO • デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
ito します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 

リダンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MBiy 上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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日.[パフォーマンス]ボックスの駿赶をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウが表示されます。 


システムのブ日バテイ 


をお I コンむ-夕を I ハ-ドウI ア白めを巧 I リモ-卜 1 

Administrator として□ヴォンしねい巧合は、これらのほとんどのををはできません。 


「バフ オー マンス- 

紀覚タカ果、プ化ツサのスケジュ-ル、巧りほ用、わよひ’板巧メモリ 


「ユーザー ブ□ファイル- 

□ヴォンに巧巧したデスクトクブ設ミ 


^ 設定を) I j 


設ぉ E ) 」 


「おかと回ほ- 

システム起め、システム括き、わよひ‘デバック’巧報 


設ミの」 


巧巧を難） I I ラ-ま lii ま(巧 


0K I キャンむレ」 洒巧姆 


6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 





のデザインとバフォーマンスじほう設定をぶ巧してくださ 


C 取 ピ^に なじて货絶がもの.销热的に.猫巧す難 
r デザインをを先するを） 

广バフオーマンスを便先するを） 

广カスタムを)： 

回ウィンドウとポタンに視貧スタイルをほ用する 
□ ウィンドウをを六化やを小化するときにアニターンョンでまモする 
□ コンボボックスをスライドして胡く 
□ スクリーンフォントの摄を'骨らかじする 
□タスクバーポタンをスライドする 
□ デスクトツプのアイ]ンちじをを付ける 
□ ドラゥヴやじウィンドウの内容をま示する 
□ ヒントをフ广ドまたはスライドでま示する 
□ フォルタでよくほ用するタスクをほ用する 

□ マウスポインタの下(こきミをま示する -J 


0K 


キャンたル J 適用み） 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を 
[推奨]値上に変更し、[設定]をクリックする。 


斗ぶ] 

ドライブレザリュームラペル](が ページンクファイルのサイズ ( MB ) 


猫 R したドライブのページンヴファイルサィズ- 


織. 


C ： 

つ M 口 


( 


任カスタムサイズに)： 

巧巧サイズ ( MB )®： ド92 

を入サイズ ( MB >0 p ： |384 


ペ-ジンクファイルなし(が 


厂すべてのドライブの热ページンクファイル サイズ- 
最小限： 2 MB 

巧装： 1抑 MB 

現なのき y り当て： 192 MB 


[ 


設ミを）」 


0 K 


キャンむレ J 


• 必ず OS パーティションに上記のサイズで作成してください。ぺージン 
グファイルの[初期サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報（メモリダンプ）を採取できない場合びありまず。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (24 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングフアイルの 
再設定を行ってください。 


9. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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つ トソン博±の設定 

Windows ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨンエ 
ラーを橫化するとシステムを診断し、彰断情報（ログ）を記録します。彰断情報を採取できる 
よう次の手順に従って設をしてください。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名師ボックスに rdrwtsn32.exej と入力し、 [0K] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 


JLJx ] 


□ヴファイルバスぐ j 
クラ》シュダンプ (巳！ 
WAVE ファイルを) 
インストラクションの数の: 
な巧するエラー数(が： 

' 一 / wiixw \ 

オブシヨン- 


f |)tion Data ¥ Microsoft¥Dr Watson 

參賜ち)... T 

L |C：¥ Documents and Settings¥Adr 

參賜ぬ).~ 1 

、i 记 - 六 .'. 世 - 1 


y 売を （ NT 4 互が） 


口 駿 35 瑕 E1 3 SE 

口すぺてのスレッド〕ンテキストをダンプ(が 
17巧巧の□ヴファイルじ胤)！]の 
厂か t -ジポックスによる巧か(が 
厂音じよる巧かを〉 

[7 クラウシュタンプファイルの巧ぶの 



[ OK ] キヤンわル」 _ヘルブが ） J 


rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保存されます。 

^ ネツトワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
I チェック] てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


日.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテ羊ストをダンプ 
-既存の□グファイルに追化 

- クラッシュダンプフアイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [日のをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネ、ソトワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勤めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削晩をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ] 
をクリックする。 

日.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 
2日日3 CD-R 日 M を CD-R 日 M ドライブにセットして[日のをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

7. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理、ソール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインス I '''ールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインス I -一 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別じインス!'''ールしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


システムのアップデート 

システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 

(内蔵オプションの機器を取りがけ/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD - ROM ドライブに rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□ールメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。]:如をは画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M を本体装置の CD - R 日 M ドライブにセットして、 
再起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント□-ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• ビルド.トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

参 シームレスセットアップにが応しているボードの一覧については、々の 
WEB サイトから参照できます（「サポート.システム支援」から 
「 ExpressPicnic 」 をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セツトアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 
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2. ディスクアレイコント□-ラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - R 日 M からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のよラな内容に設定されていることを確認す 
る。 

- アレイディスクの設を画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 



コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチェックする 



このオプションをチェックすることで、フロッピーデイスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


己.シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ー ラに添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピー 
ディスクドライブにセツトし、]: i 峰は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FD」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入してください。 


0K 終了 


マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まについて 
は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インス 
トレーシヨンサプリメントガイド」を参照してくださし、また、あらかじめ EXPRESS 目 ULDER 
から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 


✓ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボードに添付の説明書も併せ 
巨!^ て参照してください。 
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サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows Server 2003 
のインストールで必要となる RAID コント□ーラや SCSI コント□ーラのドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRESSBUILDERJ を用意してください。 


1. 3.己インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブに添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM をセットす 
る。 

4. CD-R 日 M を セットしたら、リセット する（く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を 日 FF / 日 N して システムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

日.[ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

目. [サポートディスク作成メニュー]から [Windows Server 2 日日 3 日 EM-D に K 
for EXPRESSBUILDERJ を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDERJ が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBUILDERJ はライト 
プ□テクトをし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95 J ： i 降 、 Windows NT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBULDER CD - ROM をセットすると起動する「マスターコント 
日ールメニュー」から Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER を作成す 
ることちできます。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


W -0 システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアップを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブス字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1 . [スタートメニュー ] から[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブタ字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブタ字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブタ字を選択 
する。 

目.[日 K ] をクリックする。 
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7. 下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しまずか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

上で完了です。 
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Windows 2000 のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップを 
します。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


r ビルド•トゥ-オーダー」で「カスタムインストール」を指をして購入された本体の八ード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された製品 
11エック I で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について) 

セツトアップを始める前に次の点じついて確認してください。 


本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トゥ•オーダー）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 


lllpl - 

八ードディスクドライブ 


空きエリア 


Windows 2000 


保守用パーティション 


セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

[Windows 2000 Serve 「セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

W 降、使用者をやプ□ダクト车一などの設を画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 
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日.[完了]をクリックする。 

システムが再起動します。 

6. 再起動後、システムに□グオンする。 

7. 目4ぺージの手順131^降を参照して、 PR 日 Set のインス I -- ルとネットワークド 
ライバの詳細設定、グラフィックスアクセラレータのセットアップをする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

9. 目9ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

1日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Power Console Plus * 

— Promise Array Management * 

上記のソフトウェアで 「*」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは磕認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 



• カスタムセットアップで出荷された場合、インス I ルされているサー 
ビスパッ クのノ '；’ー ジョンと、装置に添付されているサービスノくックの 
バージョンが異なる場合びあります。 

本体にインス I ルされているサービスパック ly 降のパ'—ジョンが添付 
されている場合は、本体に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 
(Service Pack x ) インス I -- ル手順書」を参照してヴービスパックの 
インストールを行ってください。サービスパック情報に関しては、下記 
サイトより詳細情報を確認してください。 

旧番街] http :// nec 8. com / 

• N 8103 -78 を使用している時、インス!ル中およびシステム再起動 
時などに m 下の警告メッセージびポップアップで表示されまず。 

「Array scheduled synchronization has not been set up 」 

これは、定期的なアレイの整合性チェック (Array Synchronization ) び 
設定されていないことを警告するメッセージです。このメッセージび表 
示されても、インストール処理は正常に終了しています。 

定期的なアレイの整台性チェックは 、 Promise Array Management 
( PAM ) の Array Synchronization Schedule 機能で設定してくださし、。 
アレイの整合性チェックは予防保守として非常に効果びあるため、定期 
的に実行していただくことを強く推奨しまず。 

Array Synchronization 機能および Schedule 機能の詳細について は、 
添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM に格納されているオンライン 
ドキュメント 「Promise Array Mana 呂 ement ユーザーズマニュアル」 
を参照して < ださい。 

また、定期的な整合性チェックび設定されていない場合、システムイべ 
ント□グに下の警告メッセージび登録されます。この警告メッセージ 
も定期的な整合性チェックび設定されていないことを示ずものです。 

「No Array Scheduled Synchronization 

Array scheduled synchronization has not been set up . 」 
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11. 7日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 




52 Windows 2000 のセットアップ 



EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をからオペ 
レーティングシステム （Windows 200 0) 、各種ユーティリティのインストールまでを添付の 
「EXPRESSBULDER」CD-ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。八ードディスクドライブを購入時の状 
態と異なるパーティション設をで使用する場合や OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセツトアップを使用してください。煩雑なセツトアップをこの機能が代わって行います。 



[Express 5800 シ〇 —ス EXPRES^UILDER Ver3.xxxx— X Copyright (U NEC Corporati on 2004 


トンームレスセットアップ j とは、ドウエア 
の巧な的なバライーやが巧の設定から os、 を谷 
ユ^ィ IJ ティのインストールまでぞ运付の 
CD-ROM reXPRESSBUILDERj を巧って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる技自の 
セットアップ方まです • 

/\ードディスクをほ入時のが巧と異なるバーティ 
Si? ヨシ設定で巧用する坦合や OS ぞ再イシストール 
するみらは*シームレスセットアップを巧用しで 
ください，な 1K はットアップをこのぶ巧が巧 
わって行います • / 

シームレ义七ットアップは、セット タミブ ちがた 
する巧にセットアッカこ必要なち巧を€集し 
フロッビーディスクに巧なしセットアップの民 
にモのち*ぞぞ一読み出して自巧的に一さのヤッ 
トアップを進めるというものです • 

このとき巧用されるフロッピーディスクのことを 
r セットアップバラゾータ FDJ と巧びます， 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一連の 
セットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのことを 
r セットアップパラメータ FD」 と呼びます。 





シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
アップについては、この章の最後に記載している「応用セットアップ」で説明 
しています。 













導入編 53 



• 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設 
走:-還択する情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を基にしてすベてのセットアップ 
を自動で行います。この間は、本体のそばにいて設をの状況を確認する 
必要はありません。また、再インストールのときに前回使用したセット 
アップパラメータ FD を使用すると、前回と同じ状態にセットアップする 
ことができます。 

• セッ ト アップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブ 
ランクディスクをご利用くださし、。 

• セッ ト アップ パラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 

「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレス 
セットアップの間に入力ゃ還択しなければならない項目を省略すること 
ができます。（セットアップパラメータ FD にあるセットアップ情報は、 
シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。本 
装置のイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.5 U ： i 降 、 Windows XP / 
2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手元 
にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を 
編集しておくことをお勧めします。 

参 ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法について 

は、211ぺージで説明しています。 


OS のインス I -ールについて 

OS のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

本装置がヴポートしている OS について 

本装置がサポートしている OS は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」 

と呼ぶ） 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前に八ードウェアの巨 IOS 設をなどを磕認してください。 
巨 IOS の設をには 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイや 
USB インタフェースへの対応など）に関する設を項目があります。「システム BIOS 
( SETUP )」（149 ページ）を参照して設をしてください。 
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Windows 20001こつし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし 、次の点じつ 
いてを意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定）をずベて完了させてください。 

• 轉社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!-ール 
に関する説明書び添付されていますび、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に巨9ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボリユームへのインストールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス!-ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効じして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、 r 論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （78 ペー 
ジ)を参照してください。 

参作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から 
求めることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

インス I -ールに必要なサイズ=1000 MB 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 

ダンプファイルサイズニ搭載メモリサイズ +12 M 目 
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• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ）採取の 

■to ために(2、要なサイズでず。ページングファイルサイズの初期サイズを 

「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報（メモリダンプ）を採 
取できない場合びありまず。 

• 1つのノ くーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。搭載メモリサイズの1.己倍のサイズび409己 MB を超え 
る場合は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2GBm 上の場台のダンプファイルの最大は 
に048 MB+12MB」 政上です。 

• その他アプリケーション等をインストールずる場合は、別途そのアプリ 
ケーシヨンが必要とずるパーテイシヨンサイズを追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、必要最ル限のパーティシヨンサイズは、前 
述の計算方法から 

1000 M 目 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) 二 2292 MB 
となります。 



シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨ 
ンサイズはじ(下のように計算してください。 

• Windows 2000サービスパックを適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のう 
ち、どちらか大きい方 

参 Windows 200〇サービスパックを適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ +850 MBJ もしくは 
「4095 MB 」 のうち、どちらか大きい方 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 

ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格納されて 
いるオンラインド车ュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 
2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インス 
I -ールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 
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• ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域がを在する場合があります。構成情報 
やユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 



• サービスパックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付さ 
れているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細 
情報を確かめた上で使用してください。 


[8 番街 ] http://nec8.com/ 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップで行うセツトアップの流れを図に示します。 



■戻る ■ 


■中止 ■ 


を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


インストール方法を選択ずる 


フ□ッピーディスクをセツトずる 


確認 


セツトアップパラメータフアイルを選択ずる 


新規ファイル 


0 S を選択ずる 


-既巧のファイル 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設定の確認-修正を行ラか選択ずる 


■再検索 ■ 


巧還沢 
■び必要 ■ 
な場合 


行ラ 


巧わない 


設定を確認-入力をずる 


Windows CD - ROM をセツトずる 


ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 


サービスパック CD - ROM をセツトずる 
(ヴービスパックを適用ずる場合のみ） 



ディスクアレイのコンフィグレーシヨン※1 

i 

再起動 

i 

保守用ノ\ティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインストール 

i 

再起動※2 
i 

OS パーティシヨンの作成 

i 

再起動 

i 

OS パーティシヨンのフォーマット 

i 

OS 差分モジュールのコピー 

i 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


_I :入力や選択び必要な作業 

I I :自動的に作業び進む内容 

標準装備または、オプションのコント□-ラび搭載されたシステムで、 「RAID の新規作成」びチェックされて 
いる場ちのみ実行される。 

《2 0S の選択で[その他]を選択したときはここで終了ずる。 
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セットアップの手順 

次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ FD 
がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 M 目の DOS フォーマット済みの 
フ□、ソピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は EXPRESSBULDER 
パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピーディスクを1枚用意し 
てください。 


，■〇 • システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行って 
ください。 

• Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバや 

ネットワークアダプタなどのドライバの変更、または追加ずる場合は、 
オンラインドキユメントの 「Microsoft Windows 2000 Server / 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨン 
サプリメントガイド」を参照してください。 


1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 



• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から行ってくだ 
さし、。 

• 論埋ドライブを複数作成している場合は、「論埋ドライブが複数存在す 
る場合の再セットアップ手順」 （78 ぺージ)を参照してください。 


2. 本体の CD - ROM ドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M をセットする。 

3. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl〉 + く Alt> + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 

「お願い」が表示されます。 










導入編 59 


日.記載内容をよく読んでから[確認]をクリックする。 

「セツトアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されま 
す。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をノV’ックアップする 
ことをお勧めします。バックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 
バックアップは、空きフ□ッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を還択して < ださい。 


[ 確認] 


6. 「セットアップパラメータ FD」 をフ□ッピーディスクドライブにセットし、鹏認] 
をクリックする。 


^ • 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目の 

反ェック I DOS フォーマット済みフ□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ 

□、ソピーディスクドライブにセットし、[確認]をクリックしてくださ 
い。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないで 
ください。 


[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした「セツトアップパラメータ FD 」 内のセツトアップ情報ファイルが表示さ 


れます。 


(1) インス!-ールに使用するセツトアップ情報ファイルをを選択する。 


^ 選択されたセットアップ情報ファイル(こ修正できないような問題がある場合 
区エック] (たとえば ExpressPicnic Ver .3] U 前で作成される fPicnic - FDJ をセットしてい 
るときなど）、再度 r セットアップパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセー 
ジが表示されます。セツトしたフ□、ソピーディスクを確認してください。 



セットアップ情報ファイルを指定すると、 r セットアップ情報ファイルのパラメータ 
の確認、修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 
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に）確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールを行う場合は、 
[スキッフ°]をクリックする。 

[確認]をクリックー手順7へ進む 

[スキッフつをクリックー手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場を] 

(1) [ファイルを: ( A )] の下じあるボックス部分をクリックするか、く A > 羊一を押 
す。 

入カボックスが表示されます。 



に）ファイルをを入力し、[確定]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー ] が表示されます。リスト 
には、この装置がサポートしている 0 S が表示されます。 

(3) リストボックスからインストールする [Windows 200 0] を選択する。 


オペレーティングシステムインス I ルメニユ ー 
I Windows Server 2003 


Windows 2000 


その他 

戻る 
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7. 日 S のインストール中に設定する内容を確認する。 

標準装備の RAID コント□ーラを使用しているか、または本体に RAID コント□ーラ 
が搭載されている場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設を内容 
を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 



次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を磕認し、必要なら修正を行って 
から[次へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表 
示が異なります。） 

じ(降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルフつをクリックして設をを確認しな 
がら画面を進めて<ださい。設を内容は必要に応じて修正して<ださい。 


<表示例> 





























































• OS をインス!ルずるパーティシヨンは、必要最小限 m 上のサイズで 
確保してください（日4ページ参照)。 

• 「パーティシヨンの使用方法」で r 既存パーティシヨンを使用ずる」を 
選択すると、最初のパーティシヨン（保守用パーティシヨンを除く）の 
情報はフオーマットされ、すべてなくなります。それ似がのパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーテイシヨンが用意さ 
れている場合に情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第 1 パーテイシヨン 

< 保守用 パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4ノ くーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のノ くーティションを残したまま再インスI-ールずることはできませ 
ん（已日ページ参照)。「パーティションの使用方法」で r 既存パーティ 
ションを使用する」を還択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、 

r ノくーティション」の設定値は実領域似上または1 20GB 似上の値を指定 
しないで < ださい。 

• 「パーティション」に409己 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコン 
バートび必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション切が（保守領域を除く）にパー 
テ ィショ ンび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows 2000をインストールします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力 
したい場合は、□グオン後に入力画面びポップアップされますので、そ 
の時に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してく 
ださい。 

参 「アプリケーシヨンの設定」で 「Promise Array Management 

(PAM)」 を選択した時、インストール中およびシステム再起動時など 
に m 下の警告メッセージがポップアップで表示されます。 

「Array scheduled synchronization has not been set up」 

これは、定期的なアレイの整合性チェック (Array Synchronization) が 
設定されていないことを警告するメッセージです。このメッセージび表 
示されても、インストール処理は正常に終了していまず。 

定期的なアレイの整合性チェックは、 Promise Array Management 
(PAM) の Array Synchronization Schedule 機能で設定してください。 

アレイの整合性チェックは予防保守として非常に効果があるため、定期 
的に実行していただくことを強く推奨します。 

Array Synchronization 機能 お よび Schedule 機能の詳細について は、 
添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM に格納されている オンライン 
ドキュメント 「Promise Array Mana 呂 ement ユーザーズマニュアル」 
を参照して < ださい。 

また、定期的な整合性チェックび設定されていない場合、システムイべ 
ント□グに ly 下の警告メッセージび登録されます。この警告メッセージ 
も定期的な整合性チェックび設定されていないことを示すものです。 

「No Array Scheduled Synchronization 

Array scheduled synchronization has not been set up. 」 
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• [基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情 
報ファイルの還択画面に戻ります。[再読込]は、[基本情報]画面にの 
みあります。 

• [コンピユータのお割]画面にある[終了]をクリックすると、その後 
の設をはシームレスセットアップの既を値を自動的に選択して、インス 
卜ールを行います。 


設をを完了すると自動的に再起動します。 

8. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフ□、ソピーデイスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
メッセージじ従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入して < ださい。 


0 K 終了 


9. 追加するアプリケーションをインスI-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインス I -ール 
媒体を CD - ROM またはフ□ツピーディスク 
ドライブに J 串入してください。 


OK 終了 


10. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」CD-R 日 M とセットアップパラメー 
夕 FD を CD-R 日 M ドライブとフ □ッ ピー ディスク ドライブから取り出し、 
Windows 2000 CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 
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11. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、 く F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



wO 同意しないと、セットアップは終了し、 Windows 2000はインス I ルされ 
■ ra ません。 


12. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り出) 
す。 

(2) メッセージに従って Windows 2000サービスパック 4 J ： i 降の CD - ROM を CD - 
ROM ドライブにセットする。 

ru 本装置では Windows 2000 Service Pack 4の適用び必要です。 Service 
Pack 4び含まれた Windows 2000 CD-ROM を使用しインス I -- ルをされ 
た場合は、再度 Service Pack 4を適用する必要はありません。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システ 
ムに□グオンします。 

13. PR 日 Set をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、じ(下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に 
優れた環境を提供し、サーバスイッチ閨のスループ、ソトを向上させることができま 
す。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインス I ルする場合は、 t (下の手順に従ってください。 

(1)「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブじセットする。 


に）スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エク 
スプ□ーラ]をクリ 、ソク する。 
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(3) 「く CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ BC 3¥ PROSET ¥ WIN 2 K 」 
ディレクトリ内の 「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Ins ね llshield ウィザード]が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

W 上で完了です。 

14. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度 
と Duplex モードの設をが必要です。 

(1) スタートメニューから[設走!]一 [コント □ ールパネル]をクリックする。 

(2) [有線用 Intel PROSet ] アイコンをダブルクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) リスト中の nntel ( R ) PRO / 1000 MT Network ComectiorU をクリ、ソクして 
選択する。 

(4) [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を八ブの設定値 
と同じ値に設定する。 

(5) [有線ネットワーク用 Intel PROSet ] ダイア□グボックスの[適用]をクリック 
し、 [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネット 
ワークとダイヤルアップ接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グ 
ボックスを表示させて行います。 



サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ 
ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピユー 
夕が送受信するフレー ム (またはパケット）を監視することができます。ネッ 
トワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、この後 
の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


15. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートす 
る。 


オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボード 
に添付されている説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

(1)「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

に）スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エク 
スプ□ーラ]をクリックする。 
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(3) 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内の 
「 SETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

(4) メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署をが見つかりません」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]を選択して、インストールを続けてください。 

(5) 「 EXPRESS 巨 ULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指 
示に従ってシステムを再起動する。 

16. オプションのデバイスでドライバをインス!-ールしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインスI-ールする。 

17. 目9ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 7日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


USB 2.0 ドライバ 

USB 2.0ドライバは、購入時にインストール済みです。 

システムの修復や再セツトアップの際は、システムのアップデートを行うと自動的にインス 
トールされます。 


オプシヨンのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -84/1 11/86/103/113/1 12) を使用する場合は、 
インストレーションサプリメントガイドのネットワークドライバの再インストール手順を参 
考にし、 EXPRESS 目 UILDER CD - ROM に格納されてし^るドライバをインストールしてくださ 
い。 


N8 104-1 11/86のドライバ 

[く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥W2K¥BC3¥PR0100¥WIN2K] 
N 8104 -84/ 103/1 13/112のドライバ 

[く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥W2K¥BC3¥PR01000¥WIN2K] 



導入編 67 


SCSI コント□ーラのドライバ 

SCSI コント□-ラ ( N 8103 -65/75) を使用する場合は、次の手順でドライバをインストールし 
てください。インストールには 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 と呼 
ばれるサポートディスクが必要です。「サポートディスクとは」の7ページ）を参照してくだ 
さい。 

1. [スタートメニユ ー]- [コント□-ルパネル]-[管理ツール]-[コンピユータの管理] 
から[デバイスマネージャ ] を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コント□ーラを 
ダブルクリックする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. A- ドウエアの更新ウィザードが表示されますので、「一覧または特定の場所から 
インス!-ールする(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

己. 「SCSI と RAID コント□ーラ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[ディスク使用]をクリックする。 

7. フ□ッピーディスクドライブに 「Windows 2000日 EM-D に Kfor 
EXPRESS 巨 UILDER」 をセットする。 

メニューが表示された場合は、メニューを終了してください。 

8. 製造元のファイルのコピー元に 「a:¥」 と入力し、[日 K] をクリックする。 

9. じ(下のドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8103 -65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller ] 

N 8 103-75 使用時 ： [Adaptec Ultra 320 SCSI Ca 「 ds ( Win 2000)] 



デジタル署名が見つからない音のポップアップが出る場合がありますが、シス 
テム上問題ありません。 [ OK ] をクリックし、処埋を継続してください。 


これでドライバのインス I -ールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


Bootiini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

Boot . ini ファイルを編集することで、様々なスイ、ソチオプションを使用することができます。 
使用可能なオプションについては、 W 下を参照してください。 

• サポート技術情報一 KB 170756 

巨00 t . ini ファイルで使用できるスイ、ソチオプションについて 

4 G 目を超えるメモリを搭載できる装置では / PAE オプションの設をを行うことで 4 GB を 
超えるメモリを使用できるようになります。 / PAE オプションは、サポートされている製 
品が限定されています。じ(下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して確認してく 
ださい。 

• サポート技術情報一 KB 291988 


4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイ、ソチの説明 
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じ(下に編集例を示します。 

1. 「スタート」メニューから[プ□グラム]をポイントし、[アクセヴリ]から「メモ帳」 
をクリックする。 

2. 「メモ帳」で、「ファイル」メニューの[開く]をクリックする。 

3. [ファイルの場所]から o/osystemrooto/o ドライブをクリックする。 

4. [ファイルの種類]から"すべてのファイル"を選択し、ファイル名に 「Boot.ini」 
と入力し[開く]をクリックする。 

巨〇饥 .ini ファイルの内容が表示されます。 

己.「巨 00 t.ini」 ファイルの [operatin 呂 systems] に 7PAE" を追加し、上書き保存 
して < ださい。 

く Boot.ini ファイルの例> 

[boot loader] 
timeout 二 30 

default 二 multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 tition( 1 )¥WINNT 
[operating systems] 

multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 tition( 1)¥WINNT 二 " Windows 2000 ServerVfastdetect 
multi(0)disk(0) 「 disk(0)pa 「 tition(1)¥WINNT 二 " Windows 2000 Server, PAE" / 
fastdetect /PAE 


U 上で巨00 t.ini への編集は終了です。 



「起動/回復」画面にある「既をのオペレーティングシステム」で還ネ尺したエ 
ントリから自動的に起動するように設をすることができます。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありまずが、そのまま起動してください。起動し直ず 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合びあります。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント □ ールパネル]をクリックす 
る。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 
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日.テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力し、 [0 K ] をクリックす 
る。 

く D ドライブに rMEMORY . DMPJ というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEM 0 RY.DMP 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB 
を超える場台は、2048 MB +12 MBm 上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 


6. [パフォーマンスオプション]をクリックする。 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を 
[推奨]値(上に変更し、[設定]をクリックする。 



w "0 • 必ず OS パーティシヨンに上記のサイズで作成してください。ぺージン 

置 a グファイルの脚期サイズ]を「推奨」値未満に設定ずると正確なデ 

バッグ情報（メモリダンプ）を採取できない場合びあります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティシヨンサイズについて(日4 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングフアイルの 
再設定を行ってください。 


9. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 
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ワトソン博±の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを橫化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取で 
きるよう次の手順に従って設をして<ださい。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに rdrwtsn32.exej と入力し、 [OK] をクリックする。 

[Windows 2000ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイルをで保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
区エック I てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 
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己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルじ追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

6. [日のをクリックする。 


ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勤めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ] 
をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - 
R 日 M を CD - R 日 M ドライブにセットして[日のをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックす 
る。 

8. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 




74 Windows 2000 のセットアップ 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管 
理用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルじインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインス I -一 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


システムのアップデート（ヴービスパックの適用） 

システムのアップデートは、次のような場合 I こ行います。 

• システム構成を変更した場合 

(内蔵オプションの機器を取りがけ/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システムに□グインした後、本体の 
CD - ROM ドライブじ 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□ールメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。 W 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進め、サービスパックを適用してください。 


画 XI 


PRESS BUILDER 


区 


〇オンラインドキユタント 
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本装置では Service Pack なし/1/2/3は、サポートしておりません。 

Service Pack 4必上を使用する必要があります 。 Service Pack 4が含まれた 
Windows 2000 CD - ROM を使用し、インストールをされた場合は、再度 
Service Pack 4を適用する必要はありません。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M を本体の CD - R 日 M ドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント□-ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 OS の再インストールなどを 
する場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• ビルド.トウ.才ーダーにより、 OS 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

参 シームレスセットアップにが応しているボードの一實については、々の 
WEB サイトから参照できます（「サポート.システム支援」から 
「 ExpressPicnic 」 をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セットアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 
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本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESS 巨 UILDER CD - R 日 M からシステムを起動させる。 

4. シームレスセツトアップを実行し、次のよラな内容に設定されていることを確認す 
る。 


- アレイディスクの設を画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 



コントローラに よっては、設を画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチェックする 



このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


日.シームレスセットアップの途中で[大 容量記憶装置 用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピー 
ディスクドライブにセツトし、 W 降は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入してください。 

0 K II 終了- 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勧 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要になる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方まについては、 
EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメントガイ 
ド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESSBULDER から、「サポートディスク」 
を作成しておいてください。 


^ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボード(こ添付の説明書も併せ 
て参照してください。 


サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 0 EM - D に Kfor EXPRESSBULDER 」 と呼ばれるサポートディス 
クが必要です。 

「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBULDERJ じは 、 Windows 2000のインストー 
ルで必要となる RAID コント □ーラや SCSI コント □ーラの ドライバなどが含まれています。 マ 
ニュアルセットア、ソプを始める前に 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBULDERJ 
を用意してください。 

1 . 3. 日インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブに添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM をセットす 
る。 

4. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を 日 FF / 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

日.[ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

目.[サポート ディスク作成メニュ ー] から [Windows 2日日日日 EM-DISK for 
EXPRESSBUILDE 刊を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBULDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBULDER 」 はライトプ□テク 
卜をし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows (\ A/indows 95 J ： i 降 、 Windows NT 4.0 W 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBULDER CD - ROM をセットすると起動する「マスターコント 
□-ルメニュー」から Windows 2000 0 EM - D に Kfor EXPRESS 目 ULDER を作成することも 
できます。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


P -0 システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正でをません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを5 崔認 してか5セットアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

じ(上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブで字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブ文:字の修正手順 

t 又下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1. [スタートメニュー]から[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

己.[次のドライブス字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブス字を選択 
する。 

目.[日 K ] をクリックする。 








7. 下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

W 上で完了です。 
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SATA HostRAIDTM にごいて 

ここでは SATA HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


SATA HostRAID の概要 


SATA HostRAID とは、システムに標準搭載されたシリアル ATA インタフェースを使用し、 
RAID 機能を提供します。 

SATA HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユー 
テイリテイである rAdaptec Storage Manage'^ — Browser Edition 」 似降、 ASM 目 E と略 
す)から構成されています。 

これらのソフトウェアはどちらか一方でも欠けると正常な動作ができません。ドライバは本 
書のセットアップ手順を参照し、 ASMBE は KATA HostRAID ™ Adaptec Storage 
Manager ™- Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照して必ず両方のソフトウェアを 
インストールしてください。 


仕様 


八ードディスクドライブ：1チャネルあたり2ドライブ（マザーボードにてチャネル装備） 
RAID レベル： RAID 0 /RAID 1 

OS : Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition/Enterprise 

Edition 


Microsoft Windows 2000 Server/Advanced Server 
ディスクアレイの構築： 巨 lOS セットアップユーティリティ、 EXPRESS 目 ULDER 、 およ 

び管理 ユーテイリテイ 


特長 

• 目 I 0 S セットアップユーティリティにより、チャネル単位でのディスクアレイ/標準 SCSI 
の切り替え巧能。 

• 管理ユーティリティ ASMBE ( JAVA ベース)はブラウザ ( E 5.5 JU 上)を使用するため、管 
理用クライアント PC ごとへのクライアントソフトウエアのインストールが不要(サーバ 
へのインストールは必要)。 





導 A 漏 81 


を意事頃 


SATA HostRAID 全般に関するを意事項について説明します。 


BIOS セットアップユーティリティに関するを意事項については、149ページを、 ASM 巨 Ed 
関するミま意/制限事項はオンラインド羊ュメント rSATA HostRAID '^ Adaptec Storage 
Manager ™- Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照し、確認してください。 



「SATA HostRAID ™ Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユ —ザー 
ズマニュアル」は本装置に添付の EXPRESSBUILDER CD - ROM にオンライン 
ドキュメントとして格納されています。 


• SATA HostRAID の機能を使用して作成した RAID ドライブをシステムドライブとして運 
用してください。データ専用領域としては使用できません。 

• SATA HostRAID の機能を使用するためには、ドライバのインス I -ールじ(外に ASM 巨 E 
のインストールが必須です。 ASMBE のインス!ルについては 、 「SATA HostRAID 
Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアル」を参照してく 
ださい。 

• SATA HostRAID で使用している八ードディスクドライブはホ、ソトスワップに対応して 
いません。このため、八ードディスクドライブを巧換する場合は、システムの電源を 
OFF じした状態で巧換してください。（巧換する八ードディスクドライブは ASMBE 画面 
で接続されている Port 番号を磕認してから実施することをお勤めします。） 

• SATA HostRAID では AC 円機能のスタンバイ/休止モードを使用できません。 

• SATA HostRAID の保守作業は巨 IOS セットアップユーティリティを使用せず 、 ASMBE 
を使用してください。 

• SATA HostRAID のアレイ保守操作]: i 外は ASMBE のブラウザ表示を終了させておいて 
ください。 

• SATA HostRAID 利用時は、 「 RAID コンフィグレーション」の「ディスクアレイの管理」 
を参照し、必ず BIOS にて Boo ね ble の設をを行ってください。本設をを行わない場合は、 
障害発生時メモリダンプを採取することができない等の問題が発生します。 

• ASMBE より Verify 機能を利用時、 Timeout が発生する場合があります。システム運用上 
問題はありませんので、そのまま運用願います。 
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SATA HostRAID セットアップの流れ 


SATA HostRAID システムをセットアップする作業手順の流れは W 下のとおりです。 

Windows Server 2003 


スタート 





システムのアップデート 


41ぺージ 


ASMBE のインス I ル 


*2 


電源制御抑止ドライバの 
インストール 


*2 


ブラウザとセキュリティの設定 


*2 


广 


セツトアップ完了 


* 1130ぺージの RAID コンフィグレーシヨンを参照してください。 HostRAID を Enable とする方法は、 

131ぺージの 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願います。 

RAID ドライブの作成方法については、1目9ぺージの rArray Configuration Utility ( ACU ) を使った 
RAID の構築」の項を参照願います。なお、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER か5も可能です。 
EXPRESSBUILDER か5の RAID ドライブの作成を行う場合は、 BIOS セットアップ 
ユーティリティを使用して HostRAID を Enabled 操作とする操作のみ実施してください。 

*2 HostRAID ™ Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアルを参照して 
ください。 

*3 198ぺージを参照して、 Boo ね ble の設定をしてください。 
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Windows 2000 


スタート 


BIOS セットアップユーテイリテイ 
で HostRAID を Enabled にして 
RAID ドライブを作成 


ACU を使って Bootable 設定を 
する 


*3 


ドライバをインス I -ール 
(0 S をインス!ル） 


47ぺージ 


システムのアップデート 


71ぺージ 


ASMBE のインストール 


*2 


電源制御抑止ドライバの 
インストール 


*2 


ブラウザとセキュリティの設定 


*2 


セツトアップ完了 


* 1130ページの RAID コンフィグレーシヨンを参照してください。 HostRAID を Enable とする方法は、 

131ページの 「 BIOS セットアップューティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願います。 

RAID ドライブの作成ち法については、189ぺージの FArray Configuration Utility ( ACU ) を使った 
RAID の構築」の項を参照願います。なお、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER か5も可能です。 
EXPRESSBUILDER か 5 RAID ドライブの作成を巧う場合は、 BIOS セットアップ 
ューティリティを使用して HostRAID を Enabled 操作とする操作のみ実施してください。 

*2 HostRAID ™ Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition ユーザーズマニュアルを参照して 
ください。 

*3 198ぺージを参照して、 Bootable の設定をしてください。 
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